
（5月3日撮影）　綾男山まつりのメインイベント武者行列が行われました。たくさんの子供たちが手づくりの鎧兜を着て街を練り歩きました。

綾男山まつり ～子どもたちの健やかな成長を願って～ 
第五回 「綾町・照葉短歌賞」受賞作品発表 
綾男山まつり ～子どもたちの健やかな成長を願って～ 
第五回 「綾町・照葉短歌賞」受賞作品発表 
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綾町は日本で最も美しい村連合に 
加入しています。 

外出支援バスをご利用ください
    

介護保険制度が一部変わりました
   

「国民年金保険料」免除制度等について

施設（ハウス）栽培農家の皆様へ
   

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・

・・・・・・・・・・・
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P 8

綾町  
人口  
の  

男
女

総　数
世帯数

転入
転出

40
26

出生
死亡

6
5

3,391
3,861
7,252
2,878

（＋14）
（＋ 1）
（＋15）
（＋ 8）

※（　　）は前月比
　現住人口調査5月1日現在
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４
月
28
日
か
ら
５
月
６
日
に
か
け
て
綾

町
中
央
通
り
商
店
街
を
中
心
に
「
第
５
回

綾
男
山
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
平
成
20
年
か
ら
商
店

主
ら
で
つ
く
る
「
や
っ
ち
み
ろ
か
い
・
綾
・

実
行
委
員
会
」
が
企
画
し
て
開
催
し
て
お
り
、

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
。 

　「
男
山
」
は
、
春
に
開
催
さ
れ
た
「
雛
山
」

同
様
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

岩
や
苔
な
ど
を
使
っ
て
雄
大
な
奥
山
の
風

景
を
再
現
し
、
５
月
人
形
や
兜
を
飾
り
つ

け
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
住
民
に
よ

る
手
づ
く
り
で
、
勇
ま
し
い
人
形
や
趣
向

を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け
が
見
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
お
り
、
今
年
は
町
内
７
か
所
に
展
示

さ
れ
た
。 

　
期
間
中
は
抽
選
で
賞
品
が
当
た
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
は
、
地
図
を
手
に
「
男

山
」
め
ぐ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
町
を
散
策

商店街にある「おの屋」に展示された男山 

籾田隆生さん宅（古屋地区）に飾られた男山 中央商店街は多くの「鯉のぼり」と「のぼり旗」で飾られた

〜
子
ど
も
た
ち
の 

　
　
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
〜 
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し
て
い
た
。 

　
パ
レ
ー
ド
に
は
３
歳
か
ら
小
学
校
６
年

生
ま
で
約
30
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

手
づ
く
り
の
鎧
兜
に
身
を
包
み
綾
町
の
中

心
部
を
練
り
歩
い
た
。
　
　 

　
パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
地
獲
れ
の
野
菜

を
使
っ
た
「
戦
国
汁
」
が
振
舞
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
家
族
を
は
じ
め
多
く
の
来

場
者
が
お
い
し
そ
う
に
綾
の
味
を
味
わ
っ

て
い
た
。 

　
そ
し
て
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
、
綾
ふ

れ
あ
い
館
で
は
、
町
内
園
児
が
描
い
た
「
こ

い
の
ぼ
り
の
絵
」
の
展
示
や
親
子
手
づ
く

り
お
も
ち
ゃ
体
験
と
し
て
「
竹
ト
ン
ボ
」「
竹

馬
」「
水
て
っ
ぽ
う
」
の
製
作
・
体
験
が
行

わ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
、
昔
な
が
ら
の

遊
び
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

　
ま
た
、
町
内
で
は
男
山
ま
つ
り
の
ほ
か
、

綾
城
や
酒
泉
の
杜
な
ど
各
地
で
も
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
、
多
く
の
観
光
客
が
町
を
訪
れ
て

活
気
に
あ
ふ
れ
た
。
特
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
相
乗
効
果
も
あ
り
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
「
綾
の
照
葉
大
吊
橋
」
は
、
入
場
者

数
が
一
気
に
増
え
、
早
く
も
10
万
人
を
突

破
し
た
。 

　「
雛
山
ま
つ
り
」
同
様
、
こ
の
「
男
山
ま

つ
り
」
も
多
く
の
町
民
の
協
力
の
も
と
毎

年
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
長
し

た
。
こ
の
ま
つ
り
も
町
の
文
化
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
も
継
承
さ
れ
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
る
。 

▲武者行列の先頭を行く、西村英将くん（綾小６年生）。
　馬に乗って勇壮な姿を披露しました。　

　武者行列パレードの様子。多くの子どもたちが、
　手づくりの鎧兜に身を包んだ。気持ちは戦国武将!?

綾ふれあい館に展示された「こいのぼり」の絵 親子手づくりおもちゃ体験「水てっぽう」を楽しむ子どもたち
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四
月
三
十
日
、
恋
人
の
聖
地
・
創
造
の
森
公
園
で
、

第
五
回
恋
人
の
聖
地
「
照
葉
短
歌
賞
授
賞
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
応
募
総
数
は
二
九
〇
首
。
そ
の
中
か
ら
受

賞
さ
れ
た
方
々
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
） 

第
五
第
五
回
恋
人

回
恋
人
の
聖
地
聖
地
「
綾
町
綾
町
・
照
葉
短
歌
賞

照
葉
短
歌
賞
」
受
賞
作
品

受
賞
作
品 
第
五
第
五
回
恋
人

回
恋
人
の
聖
地
聖
地
「
綾
町
綾
町
・
照
葉
短
歌
賞

照
葉
短
歌
賞
」
受
賞
作
品

受
賞
作
品 
第
五
回
恋
人
の
聖
地
「
綾
町
・
照
葉
短
歌
賞
」
受
賞
作
品 

関
　
谷
　
尚
　
子
　（
宮
崎
市
） 

最
優
秀
賞 

瀬
　
口
　
阿
　
悠
　（
綾
　
町
） 

最
優
秀
賞 

浅
　
利
　
真
佑
果
　（
西
都
市
） 

最
優
秀
賞 

（前）宮崎県立看護大学教授 

伊 藤   一 彦 氏 

選 者 

●
一
般
の
部
（
応
募
数  

一
四
〇
首
） 

 

知
り
合
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
十
年
ね 

優
し
く
な
れ
る
よ
知
れ
ば
知
る
ほ
ど 

 

 

車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
選
手
に
頑
張
れ
と 

声
援
送
る
我
が
子
の
よ
う
に 

 

わ
が
愛
は
満
た
す
こ
と
な
り
夫
と
子
の 

今
日
こ
の
時
を
「
お
い
し
い
」
と
「
好
き
」
で 

 【  

佳
　
作  

】 

こ
の
続
き
又
明
日
ね
と
絵
本
閉
づ
母
が
わ
た
し
を
寝
か
せ
た
よ
う
に 

新
し
い
吊
橋
あ
な
た
と
渡
っ
た
ね
次
は
二
人
の
結
晶
と
共
に 

恋
を
せ
ぬ
身
に
も
浮
か
び
来
る
人
の
あ
り
寒
け
れ
ば
祖
母
暑
く
て
も
祖
母 

 

●
高
学
生
の
部
（
応
募
数
　
五
八
首
） 

 

私
の
と
君
の
「
好
き
」
は
違
う
よ
ね 

い
つ
か
同
じ
に
な
れ
る
と
い
い
な 
 

 

右
隣
見
た
く
な
い
け
ど
見
て
し
ま
う 

ふ
と
気
が
付
い
た
君
へ
の
キ
モ
チ 

 

忘
れ
よ
う
そ
う
決
め
た
日
か
ら 

気
づ
い
た
ら
も
う
六
年
も
片
思
い
す
る 

 ●
小
・
中
学
生
の
部
（
応
募
数
　
九
二
首
） 

 

家
族
愛
け
ん
か
し
た
と
き
わ
か
り
ま
す 

と
て
も
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な
る
ね 

 

 

き
み
の
こ
と
ぼ
く
が
い
ち
ば
ん
し
っ
て
い
る 

な
ぜ
な
ら
き
み
が
だ
い
す
き
だ
か
ら 

 

花
時
計
あ
な
た
と
共
に
時
刻
む 

短
針
あ
な
た
で
私
は
長
針 

【  

佳
　
作  
】 

あ
や
の
ま
ち
た
く
さ
ん
の
人
が
あ
ふ
れ
て
る
で
も
運
命
の
人
は
一
人
だ
け 

き
の
う
よ
り
あ
の
人
の
こ
と
好
き
に
な
る
そ
れ
っ
て
こ
い
の
は
じ
ま
り
で
す
か 

げ
こ
う
中
あ
な
た
の
ひ
と
み
思
い
だ
し
あ
し
た
の
や
る
き
を
だ
し
て
ゆ
く 

 

田
中
　
高
穂 

  

高
見
　
公
子 

  

鈴
木
み
ち
子 

青
山
　
睦
子 

安
東
　
礼
子 

       

関
谷
　
峻
平 

  

長
友
く
る
み 

        

後
藤
　
大
喜 

  

坂
田
　
佳
子 

 

永
光
　
航
大

押
川
　
望
愛

渡
邊
　
一
樹 

日
南
市 

  

綾

町

 

  

綾

町

 

宮
崎
市 

福
岡
県 

       

西
都
市 

  

西
都
市 

        

綾

町

 

  

綾

町

 

 

綾

町

 

綾

町

 

綾

町

 

 

（

） 

  （

） 

  （

） 

（

） 

(
)

       （

） 

  （

） 

        （

） 

  （

） 

 （

） 

（

） 

（

） 

優
秀
賞 

  

優
秀
賞 

優
秀
賞 

 

　 優
秀
賞 

優
秀
賞 

 

　 優
秀
賞 
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① 週2回利用できます。　　　　② 無　料 

③ 目的地：役場、高年者センター、健康センター、各医療機関、産業会館（商工会）など 

　 ※平成24年6月から一部地区に変更がありますので、確認をお願いします。 

※ご利用される方は、運行表をご覧になり、下記へご連絡下さい。 

　高年者研修センター　　（TEL.77－1133） 
　地域包括支援センター　（TEL.77－3141） 

5月から10月（予定）までの期間中、夜間利用日がございます。 

詳しくは、歩行浴プール入口の利用日をご確認下さい。  
☆ 利 用  日  時：昼間平日　　　10：00～16：00 
　 　　　　　　　昼間隔週土日　10：00～16：00 
　　 　　　　　　夜間　　　　　19：00～21：00 
　　　　　　　　（夜間：火曜・木曜のみ祝祭日以外） 
☆ 利用対象年齢：40歳以上 
☆ 利　用　料：無　料 
 

 
久木野  々
9：20 
11：55 
竹　野 
10：10 
15：10 
 

二反野 
9：10 
11：55 
宮　谷 
10：10 
15：05 
 

小田爪 
8：50 
11：20 
竹　野 
9：30 
12：10 
久木野  々
10：25 
15：02 
 

宮　谷 
9：05 
11：40 
二反野 
9：50 
15：20

 
宮　原 
9：27 
11：48 
尾　立 
10：15 
15：05 
 

倉　輪 
9：20 
11：45 
大平山 
10：15 
15：00 
 

杢　道 
8：55 
11：15 
尾　立 
9：35 
12：05 
宮　原 
10：32 
14：55 
 

大平山 
9：10 
11：35 
倉　輪 
10：00 
15：10

 
神　下 
9：32 
11：43 
大　谷 
10：20 
15：00 
 

陣之尾 
9：25 
11：40 
尾　原 
10：20 
14：55 
 

北　麓 
9：00 
11：10 
大　谷 
9：40 
12：00 
神　下 
10：37 
14：50 
 

尾　原 
9：15 
11：30 
陣之尾 
10：05 
15：05

 
東中坪 
9：37 
11：38 
割　付 
10：25 
14：55 
 

上　畑 
9：30 
11：35 
古　屋 
10：25 
14：50 
 
麓 
9：05 
11：05 
割　付 
9：45 
11：55 
東中坪 
10：42 
14：45 
 

古　屋 
9：20 
11：25 
上　畑 
10：10 
15：00

 
西中坪 
9：42 
11：33 
杢　道 
10：30 
14：50 
 

四　枝 
9：35 
11：30 
崎の田 
10：30 
14：45 
 

目的地 
9：10 
11：00 
目的地 
9：50 
11：50 
西中坪 
10：47 
14：40 
 

崎の田 
9：25 
11：20 
四　枝 
10：15 
14：55

 
目的地 
9：45 
11：30 
北　麓 
10：35 
14：45 
 

中　堂 
9：40 
11：25 
昭　和 
10：35 
14：40 
 

産業会館 
9：13 
10：57 
産業会館 
9:53 
11：47 
目的地 
10：50 
14：35 
 

昭　和 
9：30 
11：15 
中　堂 
10：20 
14：50

 
産業会館 
9：48 
11：28 
麓 

10：40 
14：40 
 

揚　町 
9：45 
11：20 
目的地 
10：40 
14：35 
 

高年者センター 
9：15 
10：55 
高年者センター 
9：55 
11：45 
産業会館 
10：53 
14：32 
 

目的地 
9：35 
11：10 
揚　町 
10：25 
14：45

 
高年者センター 
9：50 
11：25 
目的地 
10：45 
14：35 
 

立　町 
9：50 
11：15 
産業会館 
10：43 
14：32 
 
 
 
 
 
 
 

高年者センター 
10：55 
14：30 
 

産業会館 
9:38 
11：07 
立　町 
10：30 
14：40

 
 
 
 

産業会館 
10：48 
14：32 
 

目的地 
9：55 
11：10 
高年者センター 
10：45 
14：30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高年者センター 
9：40 
11：05 
目的地 
10：35 
14：35

 
 
 
 

高年者センター 
10：50 
14：30 
 

産業会館 
9：58 
11：07 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産業会館 
10：38 
14：32

 
 
 
 
 
 
 
 

高年者センター 
10：00 
11：05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高年者センター 
10：40 
14：30

・月曜日 
第1便 
迎え 
送り 
第2便 
迎え 
送り 

・火曜日 
第1便 
迎え 
送り 
第2便 
迎え 
送り 

・水曜日 
第1便 
迎え 
送り 
第2便 
迎え 
送り 
第3便 
迎え 
送り 

・金曜日 
第1便 
迎え 
送り 
第2便 
迎え 
送り 

問い合わせ先：高年者研修センター T��.７７−１１３３

太字は、 
以前の予定地 
及び時間が 
変更になった 
箇所です。 

～ 高齢者や障がい者（おおむね６５歳以上）の外出を支援させて頂きます ～ 

第
五
回
恋
人
の
聖
地
「
綾
町
・
照
葉
短
歌
賞
」
受
賞
作
品 

第
五
回
恋
人
の
聖
地
「
綾
町
・
照
葉
短
歌
賞
」
受
賞
作
品 
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　介護保険制度は、３年ごとに計画の見直しを行っており、平成24年度から第５期介
護保険事業計画がスタートしました。新しい計画は、これまでの実績を踏まえ、保険料
の改正や今後の介護保険制度の方向性を示した総合的な制度です。 
  
■ 平成24年度から介護保険料が変わります 

　みなさんが納める介護保険料は、介護保険を運営していくための大切な財源です。介護保険のサー

ビスが必要になった時に、安心してサービスが利用できるよう、保険料は必ず納めましょう。 

 
■ 介護保険の財源 

　保険料の財源は、半分（50％）を、国・県・町で負担しています。残り21％を65歳以上の方（第

１号被保険者）、29％を40歳～64歳の方（第２号被保険者）が支えています。 

  
■ 介護保険のサービスって？ 

　介護保険を利用するときは、「要介護認定」を受けましょう。「要介護認定」とは、どれくらい介護

サービスが必要なのか、などを判断するための審査です。 

　介護サービスには、主に在宅でサービスを受ける「居宅介護サービス」と特別養護老人ホームなど

に入所する「施設サービス」があります。 

　《居宅介護サービスには、主に次のようなものがあり、自己負担１割で利用できます。》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護がそろそろ必要になってきた、家族の認知症（はいかい・物忘れ…）など、 
心配事がある場合には、 

綾町地域包括支援センター　177－3141 
綾町健康センター　　　　　177－0195 
役場福祉保健課保健推進係　177－1114 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　までお気軽にご相談ください。 

 

(福祉保健課）　 

平成24年度介護保険制度が一部変わりました 

●訪問介護………… 

 

●訪問入浴介護…… 

●訪問看護………… 

●通所介護………… 

　（デイサービス、デイケア） 

●福祉用具貸与…… 

●特定福祉用具購入補助… 

 

●居宅介護（介護予防）住宅改修… 

食事や入浴、排せつのお世話、衣類やシーツの交換、通院のつきそい、住居の掃除、洗濯、

買い物、食事の準備、調理　など 

移動入浴車などで訪問し、入浴の介助を行います。 

看護師などが訪問し、床ずれの手当てや点滴の管理などを行います。 

デイサービスセンター、デイケアセンターで、食事・入浴などの介護や機能訓練が日帰り

で受けられます。 

車いす・特殊寝台（電動ベッド）、歩行器、手すり、スロープなどのレンタル 

　　　腰掛便座（ポータブルトイレ）、入浴補助用具（入浴のためのいす・手すり・すのこ）

などの購入に対する補助（補助対象額10万円まで） 

　　　　　　手すりの取付・段差の解消・和式から洋式への便器の取替えなどに対する

補助（補助対象額20万円まで、原則1回限り）。 
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国民年金保険料には 免除制度 や 学生納付特例制度 があります 

社会保険庁などの職員と称して現金を詐取する 
「不審な電話や訪問」にご注意ください 

■ 問合せ先 ■ 
 

宮崎年金事務所 1５２－２１１１　又は　役場福祉保健課 1７７－１１１４ 
 

「国民年金保険料」はきちんと納めましょう 

●

●

●

●

●

●

●
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有機農業 
開発センター 
77-0100

　
有
機
農
業
を
実
践
さ
れ
て
い
る 

　
農
家
の
み
な
さ
ま
へ 

〜
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金 

　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
〜 

 

　
23
年
度
か
ら
開
始
し
た
、
地
球
温
暖
化

防
止
・
生
物
多
様
性
保
全
等
に
効
果
の
高

い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し

交
付
金
を
交
付
す
る
、
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
事
業
を
今
年
度
も
実
施

い
た
し
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
有
機
農
業
実
践
者
を

対
象
に
、
事
業
の
概
要
等
に
関
す
る
説
明

会
を
行
い
ま
す
。 

　
有
機
農
業
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
６
月
１
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
後
　
１
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　
午
後
　
７
時
か
ら 

※
昼
の
部
と
夜
の
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

　
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

と
こ
ろ
　
有
機
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
大
会
議
室 

　
事
業
に
関
す
る
問
い
合
せ
先 

　
　
農
林
振
興
課
　
七
七
―
〇
一
〇
〇 

  

森
林
セ
ラ
ピ
ー
参
加
者
募
集 

 

　
毎
月
５
日
と
１
５
日
は
、「
森
林
セ
ラ
ピ

ー
体
験
の
日
」
で
す
。
気
軽
に
セ
ラ
ピ
ー

を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
低
料
金
で

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
相
談
の
上

変
更
も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　 

【
内
容
及
び
定
員
】 

・
Ａ
コ
ー
ス
（
川
中
公
園
コ
ー
ス
）
…
…
20
名 

・
Ｂ
コ
ー
ス
（
護
国
神
社
周
辺
コ
ー
ス
）
…
10
名 

【
時
　
間
】　
９
時
30
分
〜
12
時 

【
集
合
場
所
】　
綾
町
役
場
裏
駐
車
場 

【
参
加
料
】　
一
人
　
５
０
０
円 

 

※
５
日
、
15
日
以
外
の
日
程
で
も
セ
ラ
ピ

ー
は
開
催
で
き
ま
す
。
都
合
の
良
い
日

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
３
日
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

　
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
（
直
通
） 

　
農
林
振
興
課
内 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
1
七
七
―
〇
一
〇
〇
（
長
峰
ま
で
） 

  

「
綾
夏
ち
ゃ
ん
」
発
売
開
始 

             

　
昨
年
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
日
向
夏

ド
リ
ン
ク
「
綾
夏
ち
ゃ
ん
」
が
５
月
中
旬

よ
り
発
売
と
な
り
ま
し
た
。 

　
缶
（1

9
0
g

）
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（2

8
0
m
l

）

が
あ
り
、
価
格
は
、
缶
が
１
ケ
ー
ス
24
缶

入
り
で
二
、〇
〇
〇
円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

同
じ
く
24
本
入
り
で
二
、八
〇
〇
円
、
ま
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
12
本
入
り
が
専
用
箱
に

入
っ
て
一
、五
〇
〇
円
と
な
っ
て
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
贈
答
品
等
と
し
て

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

　
問
い
合
わ
せ
先
（
直
通
） 

　
綾
町
農
業
協
同
組
合
　
資
材
課 

　
　
　
　
　
　
1
七
七
―
二
八
三
九 

　
綾
商
販
協
　
1
七
七
―
〇
一
〇
〇 

 

毎月20日は、「県内一斉消毒の日」です。畜舎等の消毒を徹底しましょう! 
 
●車両が出入りする場所に消石灰を散布しましょう。 
●畜舎入口に踏込み消毒槽を設置し、消毒薬を確認しましょう。 
●動力噴霧器、ジョウロ等を使って畜舎内外に消毒薬を噴霧、散布しましょう。 
●畜舎の清掃、周辺の草刈り等を行い、環境の整備に努めましょう。 
●消毒の日に限らず、飼料運搬等の車両は農場に入る前に消毒を徹底しましょう。 

伝染病から家畜の命を守るのはあなた自身です。 
日本一安全・安心な畜産を目指しましょう。 
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●
●
●
●
●

ハウスの蒸し込みを徹底しましょう！！ 
～施設（ハウス）栽培農家の皆様へ～ 

●作終了時の蒸し込みはスリップスやコナジラミ等の害虫、各種病害を撲滅する絶好の機会です。 

　対策を徹底しないと、地域の病害虫密度が高まります。                                 

●下記の作業をしっかりと行い、徹底した蒸し込みを行いましょう。                                 

●一人ひとりが、自分のため地域のために、意識して対策を実施・徹底しましょう！                                

5～7日間隔の3回防除を徹底し、ハウス内のスリップスを撲滅する。 
（最後までしっかり防除する） 
 
栽培中（蒸し込みを始める前まで）に除草しておく。 
（雑草は枯れず、害虫の逃げ場となり、蒸し込みの効果が落ちる） 

収穫終了当日は、収穫後に農薬による重点防除を行い抜根を行う。 
スリップスが目に見える状態での蒸し込みでは、撲滅は難しい。 
（蒸し込み開始前に熱に弱い機資材等をハウス外へ持ち出しておく） 
 
抜根後、速やかにハウスを完全密閉する（隙間がないか確認）。 
未収穫果実は、枯れにくく、スリップスの餌となる事例が見られる。 
そのため、可能な限り収穫または摘果しておく。 

20日間程度蒸し込み、植物体をガラガラになるまで枯らす。 
（植物体上のスリップスを死滅する。餌をなくす。） 
曇雨天などにより、温度が上がらない場合は期間を延長する。 
蒸し込み終了後に残渣や粘着板を処理する。 
 
なぜ20日間も蒸し込むのか？ 
植物が完全に枯れても、土中の蛹（さなぎ）は生きています。 
蛹を羽化させ成虫にし、死滅させる時間が必要です。  

【表】ミナミキイロアザミウマの温度別発育期間と成虫の寿命 (※数値は日数） 

ネットは害虫防除の基本で、目合いは、サイド0.4mm、谷0.8mm以下
が効果が高い。 
 
害虫にとってハウス内を見えにくくし、ハウス内での活動を抑制する。 
 
ハウス周辺にタイベックシートやTSアップシートなどを設置するこ
とで、害虫の平衡感覚を攪乱し、侵入を抑制する。 

ローテーション防除 
 
 
ハウス内の除草徹底 
 
 
 

薬剤による重点防除 
 
 
 
 
蒸 し 込 み 準 備  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

20日間の蒸し込み  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
防 虫 ネ ッ ト 
 

紫外線カットフィルム 
 
 
光 反 射 シ ー ト 

作　　業　　内　　容 時　期 

【収穫終了前からの作業手順】 

収穫終了後、絶対にハウスを開けたまま放置しない！ 

収
穫
中 

収
穫
終
了 

蒸
し
込
み 

次
作
で
の
導
入 

気温 
15℃ 
20℃ 
25℃ 
30℃ 

卵 

17.4 
9.0 
5.8 
4.8

幼虫 

12.1 
7.2 
4.3 
2.7

蛹 

13.9 
7.2 
4.4 
3.7

卵から蛹まで計 

43.4 
23.4 
14.5 
11.2

成虫の寿命 

44.6 
36.8 
27.2 
17.9
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【 一般書 】 
古代人なるほど謎解き100話 

幸せな相続と老い支度の教科書 

山田さんちの家庭の税金 

厳選数学パズル 

ツリーハウスをつくる愉しみ 

いつもの野菜８種で作る毎日のおかず 

三匹のおっさん ふたたび 

平蔵の首 

泣くほどの恋じゃない 

ナミヤ雑貨店の奇蹟 

【 児童書 】 
図解絵本東京スカイツリー 

大きな運転席図鑑ぷらす 

転校生は忍びのつかい　 加部 鈴子/作 

おやおやじゅくへようこそ 

みどりのカーテンをつくろう 

ぱたぱたももんちゃん 

やくそくだよ、ミュウ 

 

新 し く 入 っ た 本  新 し く 入 っ た 本  ※他にもたくさんの本が入っています 

有川　浩/著 

逢坂　剛/著 

小手鞠るい/著 

東野 圭吾/著 

子ども図書館まつり（5月5日） 
たくさんの子どもたちが参加し
てくれました。 
ありがとうございました。 

てるは 
図書館 
77-0180

　
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

16
日（
土
）  

午
後
２
時
30
分
〜
４
時 

ア
ニ
メ
「
名
犬
ラ
ッ
シ
ー
」 

●
お
は
な
し
会 

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

　
毎
週
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
10
時
20
分 

 　
月
の
休
館
日 

１
日
（
金
）・
毎
週
月
曜
日
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ち
ょ
っ
と
便
利
に
な
り
ま
し
た 

 

　
３
月
の
休
館
中
に
、
図
書
館
の
パ
ソ
コ

ン
機
器
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

よ
り
少
し
便
利
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

☆
貸
出
の
レ
シ
ー
ト
が
印
刷
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

☆
利
用
可
能
と
な
っ
た
予
約
資
料
や
返
却

期
限
の
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
資
料
が
あ
る

場
合
な
ど
、
て
る
は
図
書
館
か
ら
の
お

知
ら
せ
を
メ
ー
ル
（
携
帯
メ
ー
ル
可
）

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

新
し
い
雑
誌
が
入
り
ま
し
た 

 

　
図
書
館
に
は
、
本
だ
け
で
な
く
約
90
種

類
の
雑
誌
が
あ
り
ま
す
。
雑
誌
は
貸
出
も

で
き
ま
す
（
最
新
号
は
除
く
）
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
４
月
か
ら
新
し
く
入
っ
た
雑
誌
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

●
日
経
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト 

●
リ
ン
ネ
ル
　
　
　
●
日
経
ヘ
ル
ス 

●
日
経
ウ
ー
マ
ン
　
●
ニ
ナ
ー
ズ 

●
暮
し
と
健
康
　
　
●
ブ
ル
ー
タ
ス 

●
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
　
●
九
州
の
食
卓 

●
ち
い
さ
な
か
が
く
の
と
も 

 

行
方
不
明
の
資
料
を
探
し
て
い
ま
す 

 

　
３
月
12
日
〜
22
日
ま
で
休
館
し
、
蔵
書

点
検
（
な
く
な
っ
て
い
る
資
料
が
な
い
か

の
点
検
）
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
下

記
の
本
や
雑
誌
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
貸
出
し
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
間
違
っ

て
持
ち
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
図
書
館
の

資
料
は
綾
町
の
大
切
な
財
産
で
す
。
も
う

一
度
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
過
去
に
不
明
と
な
っ
た
資
料
で
、

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
も
の
も
多
数
あ

り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
返

し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
一
般
書
】 

誕
生
日
占
い 

家
族
で
お
で
か
け
九
州
12 

最
新
医
療
費
の
基
本
と
仕
組
み
が
よ
〜
く
わ
か
る
本 

か
ん
た
ん
に
作
れ
る
、一
年
中
の
は
お
り
も
の 

「
子
ど
も
の
絵
」
で
作
る
雑
貨 

「
子
ど
も
の
絵
」
で
雑
貨
を
作
ろ
う 

手
づ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

リ
ボ
ン
で
つ
く
る
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
雑
貨 

人
気
居
酒
屋
主
人
が
教
え
る
居
酒
屋
の
お
つ
ま
み
144  

ま
る
ご
と
ク
リ
ス
マ
ス 

レ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
の
折
り
紙
雑
貨 

体
が
硬
い
人
の
た
め
の
ヨ
ガB

asic Lesson 

家
族
の
写
真 

ぼ
く
ら
の
輪
廻
転
生 

涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
退
屈 

涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱 

【
児
童
書
】 

わ
く
わ
く
理
科
５
（
小
学
校
教
科
書
） 

学
習
俳
句
・
短
歌
歳
時
記
３ 

学
習
俳
句
・
短
歌
歳
時
記
４ 

学
習
俳
句
・
短
歌
歳
時
記
５ 

学
習
俳
句
・
短
歌
歳
時
記
10 

口
語
訳
詩
で
味
わ
う
百
人
一
首 

魔
法
使
い
が
落
ち
て
き
た
夏 

【
雑
誌
】 

週
刊
文
春
２
０
１
１
年
12
月
15
日
号 

 m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
 

　
綾
て
る
は
図
書
館
が
、「
子
ど
も
の
読

書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
」
と
し
て
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

m
m

m
m

m
m

m
m



地
区 

日
付 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

1 

4 

5 

6 

7 
 

8 

11 

12 

13 

14 
 

15

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 
カン・ビン（赤） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

   

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

  

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
 

  
 

 

  
蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 
ペットボトル（赤） 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

   

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
ペットボトル（赤） 

 
ペットボトル（赤） 

 
ペットボトル（赤） 

  

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
ペットボトル（赤） 

 
ペットボトル（赤） 

  古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

     
 

 

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

新 し く 入 っ た 本  新 し く 入 っ た 本  ●●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●



地
区 

日
付 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（日） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

17 

18 

19 

20 

21
 

 

22 

25 

26 

27 

28 

29

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

 
カン・ビン（赤） 

      

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

   

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

  

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

     古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

       

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

   

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

  

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

      
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

 

6
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
お
も
ち
ゃ
作
り 

　 親
子
で
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
び
ま
し

ょ
う
。
材
料
は
準
備
し
ま
す
。 

 

 

13
日
（
水
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
歯
科
講
話
（
田
口
榮
一
先
生
） 

　 歯
の
健
康
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

15
日
（
金
）
綾
っ
子
広
場
　 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
を
み
ん
な

　
　
　
　
で
楽
し
も
う
！ 

　 モ
ッ
コ
リ
ー
先
生
と
一
緒
に
、
ア
フ
リ
カ
の

太
鼓
に
合
わ
せ
て
親
子
で
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
！ 

め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
さ
い
。 

  

20
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 
　 時

　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
　 

 

宮
日
母
子
事
業
団
よ
り
講
師
を
お
迎
え
し
て

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
い
で
下
さ
い
。 

 

27
日
（
水
）
誕 

生 

会 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
6
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

　 対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

 

　
け
い
れ
ん
と
は
、
発
作
的
に
手
足
が
突

っ
張
っ
た
り
、
全
身
が
硬
直
し
た
り
す
る

状
態
の
こ
と
を
い
い
、
多
く
の
場
合
、
名

前
を
呼
ん
で
も
反
応
が
な
い
な
ど
の
意
識

障
害
を
伴
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
が
急
に
白
目
を
む
い
て
全
身
を

こ
わ
ば
ら
せ
た
り
、
手
足
を
ビ
ク
ビ
ク
と

ひ
き
つ
ら
せ
た
り
し
た
ら
と
て
も
心
配
に

な
り
ま
す
が
、
け
い
れ
ん
は
乳
児
期
に
よ

く
起
こ
る
も
の
だ
と
理
解
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。 

　
ま
た
、
け
い
れ
ん
に
は
一
過
性
で
心
配

の
な
い
も
の
か
ら
、
て
ん
か
ん
や
脳
の
病

気
が
原
因
で
起
こ
る
も
の
ま
で
あ
る
こ
と

も
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
治
療
が
必
要

な
け
い
れ
ん
は
、
ご
く
一
部
で
す
。
け
い

れ
ん
が
起
き
た
ら
、
慌
て
ず
に
こ
ど
も
の

様
子
を
見
て
対
処
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
け
い
れ
ん
の
多
く
は
、
脳
が
過
剰
に
興

奮
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
特
に
０
〜

２
歳
児
は
脳
の
機
能
が
未
発
達
な
の
で
、

過
剰
な
興
奮
を
起
こ
し
や
す
く
、
こ
れ
を

抑
制
す
る
機
能
も
十
分
に
発
達
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ

か
け
で
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
い
の

で
す
。 

ゆったり子育て教室～「春の散歩」 

（
西
中
坪
地
区
）

（
昭
和
地
区
）

（
西
中
坪
地
区
） 

平
成
24
年
4
月
6
日
生 

平
成
24
年
4
月
12
日
生 

平
成
24
年
4
月
23
日
生 

 5
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※掲載を希望されない場合は、出生届提出の際に 
　お申し出ください。 
 

く
ま
　 

す
　
　
み
　  

つ
き 

か
わ
　 

の
　
　
さ
　  

と
し 

 

の
　  

が
み
　 

さ 

く 

ら 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 
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日付 
時間 地区 時間 地区 実施日 実施日 

地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

※但し、古屋地区・上畑地区・宮原地区・杢道地区では高年者健康講座が行われます。 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
昼
） 

と
　
き
　
6
月
7
日（
木
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
6
月
8
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
　 

歳
児
健
康
診
査 

と
　
き
　
6
月
15
日
（
金
） 

対
　
象
　
平
成
22
年
９
・
10
・
11
月
生 

　
　
　
　
お
よ
び
未
受
診
者 

 

◎
幼
児
歯
科
健
診 

と
　
き
　
6
月
18
日
（
月
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
平
成
21
年
４
・
５
・
10
・
11
月
生 

　
　
　
　
平
成
22
年
４･

５
月
生 

　
　
　
　
平
成
23
年
４･

５
月
生 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
夜
） 

と
　
き
　
6
月
22
日（
金
）午
後
７
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫
　 

 

※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

    
成
人
に
関
す
る
健
診
・
相
談
な
ど 

 

●
特
定
健
康
診
査 

　
と
　
き
　
６
月
28
日
（
木
）
29
日
（
金
） 

　
対
　
象
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で 

　
　
　
　
　
40
歳
〜
74
歳
の
方 
 

※
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
事
前
に

受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。 

    

６
月
４
日
は
む
し
歯
予
防
デ
ー
で
す 

 

　
む
し
歯
の
予
防
の
た
め
に
、
歯
ブ
ラ
シ

で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
歯
と
歯
の
間
は
十
分

に
磨
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
と
歯

の
間
に
入
り
込
ん
だ
食
べ
か
す
を
取
り
除

く
た
め
に
は
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
の
使
用

が
有
効
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
６
割

程
度
し
か
取
れ
な
い
汚
れ
が
、
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
を
利
用
す
る
と
８
割
取
れ
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
と
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
併
用
し
て
、
き
れ
い
な

歯
を
保
ち
、
む
し
歯
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 
    

綾
っ
子
歯
ッ
ピ
ー
大
会
の
お
知
ら
せ 

 

　
６
月
４
日
の
む
し
歯
予
防
デ
ー
に
『
綾

っ
子
歯
ッ
ピ
ー
大
会
』
を
行
い
ま
す
。
保

護
者
の
方
も
是
非
お
こ
し
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
６
月
４
日
（
月
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
40
分
〜 

と
こ
ろ
　
綾
町
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
年
少
・
年
中
・
年
長
児
の
む
し

歯
の
な
い
児
、
治
療
済
み
児
の

表
彰
式 

劇
　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー 

  
 

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

倉　輪 

広　沢 

21（木） 

22（金） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

金 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 

1 
5 
6 
7 
8 
11 
12 
13 
 

木 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
木 

14 
19 
20 
21 
22 
25 
26 
28

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
 

神　下 
南　麓 
揚　町 
麓 
杢　道 
宮　谷 
二反野 
北　麓 

古　屋 
中　堂 
東中坪 
上　畑 
西中坪 
立　町 
宮　原 
四　枝 

1.6
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Information
    

　
恒
例
の
町
政
座
談
会
を
今
年
度
は
下
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
地
域
の
中
核
で
あ
る
消
防
団
員
に
も
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。  

〈
日
　
程
〉 

６
月
４
日
（
月
）　
神
　
下 

５
日
（
火
）　
杢
　
道 

６
日
（
水
）　
宮
　
原 

７
日
（
木
）　
昭
　
和 

12
日
（
火
）　
古
　
屋
（
尾
　
原
） 

13
日
（
水
）　
宮
　
谷 

15
日
（
金
）　
二
反
野 

18
日
（
月
）　
立
　
町 

19
日
（
火
）　
揚
　
町 

20
日
（
水
）　
中
　
堂 

25
日
（
月
）　
四
　
枝 

27
日
（
水
）　
上
　
畑 

28
日
（
木
）　
倉
　
輪 

〈
内
　
容
〉 

　
①
健
康
教
室     

　
②
公
民
館
長
挨
拶
・
進
行     

　
③
町
長
挨
拶
・
新
年
度
予
算
な
ど
の
説
明 

　
④
意
見
交
換     

〈
時
　
間
〉 

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分 

 

 

１ 

試
験
期
日 

平
成
24
年
７
月
27
日(

金
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

２ 

試
験
会
場
　 

県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー 

　（
宮
崎
市
霧
島
１
丁
目
１
番
地
２
） 

Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル 

　（
宮
崎
市
霧
島
１
丁
目
１
番
地
１
） 

＊
会
場
は
受
験
票
で
ご
確
認
下
さ
い
。 

３ 

受
験
資
格 

①
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

校
を
卒
業
し
た
者
。 

②
多
人
数
に
対
し
て
継
続
し
て
飲
食
物

を
調
理
し
て
供
与
す
る
営
業
（
飲
食

店
・
魚
介
類
販
売
・
惣
菜
製
造
）、
ま

た
は
施
設(
集
団
給
食
を
実
施
す
る

施
設
）
に
お
い
て
、
２
年
以
上
調
理

の
業
務
に
従
事
し
た
者
。 

４ 

願
書
受
付
期
間 

５
月
28
日
（
月
）
〜
６
月
８
日
（
金
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で 

５ 

お
問
い
合
わ
せ
・
願
書
提
出
先 

宮
崎
中
央
保
健
所 

　
　
　
宮
崎
市
大
字
霧
島
一
一
一
―
二 

　
　
　
電
話
番
号
　
二
八
―
二
一
一
一 

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
　
二
三
―
九
六
一
三 

 

 

　
町
民
が
自
己
の
居
住
す
る
住
宅
な
ど
を

町
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
修
繕
及
び

補
修
な
ど
の
工
事
を
行
う
場
合
に
そ
の
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 
 

●
補
助
対
象
者 

町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
又
は
外
国

人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方 

町
税
等
の
滞
納
を
さ
れ
て
い
な
い
方 

●
補
助
対
象
工
事 

住
宅
の
修
繕
又
は
補
修
で
か
か
る
経
費

が
10
万
円
以
上
の
も
の 

●
補
助
率 

　
10
％
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
） 

●
補
助
金
の
限
度
額
　
10
万
円 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
産
業
観
光
課
　
七
七
―
三
四
六
四 

   
　
公
共
交
通
機
関
の
維
持
・
充
実
、
交
通

安
全
の
推
進
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
通
勤
へ
の

転
換
を
促
す
た
め
、
車
又
は
バ
イ
ク
で
通

勤
さ
れ
て
い
る
方
が
、
水
曜
日
の
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
に
、
路
線
バ
ス
で
通
勤
す
る

場
合
の
運
賃
を
小
人
料
金
（
大
人
料
金
の

半
額
）
に
割
引
ま
す
。 

　
割
引
に
は
、「
エ
コ
通
勤
割
引
パ
ス
」
が

必
要
で
す
。
取
得
方
法
等
の
詳
細
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
宮
崎
県
総
合
交
通
課 

　
　
　
　
　
　
二
六
―
七
〇
三
八 

    

　
１
等
　
　
４
億
円
×
26
本 

　
前
後
賞
各
　
５
，０
０
０
万
円
×
52
本 

 

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。 

 

発
売
期
間
　
平
成
24
年
７
月
９
日（
月
）〜 

７
月
27
日
（
金
）
ま
で 

抽
　
選
　
日
　
平
成
24
年
８
月
７
日
（
火
） 

支
払
開
始
日
　
平
成
24
年
８
月
13
日
（
月
） 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
宮
崎
県
市
町
村
振
興
協
会 

　
　
　
　
　
　
二
二
―
七
四
〇
四 

 

〒 
880 

0032
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Information

 
　
６
月
の
水
質
検
査
は
、
６
月
26
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
25
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
建
設
課
上
下
水
道
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
四
六
七 

    

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
綾
町
の

人
権
擁
護
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
方
・
心
配
事
が
あ
る
方
は
安
心

し
て
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

立
町 

／ 

川
上
　
和
子
（
1
七
七
―
二
〇
五
六
） 

揚
町 

／ 

日

　
通
夫
（
1
七
七
―
三
一
八
八
） 

古
屋 

／ 

籾
田
　
孝
一
（
1
七
七
―
〇
五
七
二
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

町
民
生
活
課) 

 

 

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６

月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め
、

例
年
、
各
市
町
村
ご
と
に
、『
全
国
一
斉
特

設
人
権
相
談
所
』
の
開
設
や
、
街
角
で
啓

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
・

心
配
事
が
あ
る
方
は
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

と  
き
　
６
月
１
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

と
こ
ろ
　
綾
町
公
民
館 

担
当
者
　
綾
町
人
権
擁
護
委
員
　
日

通
夫 

　
　
　
　
綾
町
人
権
擁
護
委
員
　
川
上 

和
子 

 

※
当
日
以
外
で
も
、
宮
崎
地
方
法
務
局
（
1

２
２
―
５
１
２
４
）
で
は
、
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
随
時
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

   

　
県
で
は
県
内
の
労
働
者
、
労
働
組
合
や

事
業
主
な
ど
に
対
し
て
労
働
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
か
ら
依
頼
が

あ
れ
ば
、
労
働
施
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
社

会
保
険
労
務
士
）
が
訪
問
し
、
労
務
管
理

や
労
働
環
境
整
備
に
関
す
る
指
導
や
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
相
談
な
ど
の
費
用
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
労
働
政
策
課 

　
　
　
　
　
　
二
六
―
七
一
〇
六 

  

 

 

　
て
る
は
ド
ー
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
で
は
毎
月
「
第
４
火
曜
会
」
と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
つ
い
て
、
食
事
の

と
り
方
や
正
し
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

仕
方
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
姿
勢
な
ど
の
講

義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

是
非
て
る
は
ド
ー
ム
へ
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。 

日 
時
　
６
月
26
日
（
火
） 

午
後
２
時
〜 

場 

所
　
て
る
は
ド
ー
ム 

 

2
問
い
合
せ
・
申
込
み
先（
直
通
） 

　  

て
る
は
ド
ー
ム
　
七
七
―
一
一
一
五 

 

　
今
年
も
７
月
22
日
（
日
）
に
「
綾
ふ
る

さ
と
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
開
催
に
あ
た
り
、
パ
レ
ー
ド
参
加
者
、

み
こ
し
担
手
を
募
集
い
た
し
ま
す
。（
壮
年

会
、
婦
人
（
女
性
）
部
、
子
ど
も
会
等
各
団

体
へ
参
加
依
頼
を
い
た
し
ま
す
） 

　
夏
ま
つ
り
を
よ
り
一
層
盛
大
に
開
催
す

る
た
め
に
、
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

綾
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り 

　
開
催
日
　
平
成
24
年
７
月
22
日
（
日
） 

　
場
　
所
　
て
る
は
ふ
れ
あ
い
広
場
　
他 

 

※
ま
つ
り
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
広

報
・
チ
ラ
シ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
・
申
込
み
先（
直
通
） 

　
　
社
会
教
育
課
　
七
七
―
一
一
八
三 

     

【
テ
ー
マ
】 

●
水
辺
の
憩
い
、
水
の
あ
る
風
景 

●
く
ら
し
の
中
で
毎
日
使
う
水 

●
作
物
や
草
木
を
育
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
を
生
む
水
　 

●
ダ
ム
や
水
路
な
ど
水
を
作
る
施
設 

●
歴
史
と
も
に
あ
る
街
の
中
の
水  

等 

●●●●
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【
応
募
方
法
】 

応
募
サ
イ
ズ 

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
ワ

イ
ド
四
ッ
切
ま
で
）。
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン

ト
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
も
可
。 

応
募
先 

　
　
　
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
三
―

六
―
三
〇
富
士
フ
ィ
ル
ム
五
反
田
ビ
ル 

富
士
フ
ィ
ル
ム
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
ズ
㈱
内
　「
水
と
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
係
宛 

応
募
締
切 

　
平
成
24
年
６
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

【
入
賞
発
表
】 

平
成
24
年
６
月
下
旬
（
予
定
）
入
賞
者

に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

【
　
賞
　
】 

●
グ
ラ
ン
プ
リ
（
国
土
交
通
大
臣
賞
）
１
名 

●
優
秀
賞
…
…
各
１
名 

　（
水
の
週
間
実
行
委
員
会 

会
長
賞
） 

　（
東
京
都
知
事
賞
） 

　（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
理
事
長
賞
） 

●
特
別
賞
…
…
１
名 

（
富
士
フ
ィ
ル
ム
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
賞
） 

●
そ
の
他 

　
特
選（
５
名
）、入
選（
10
名
）、佳
作(

20
名) 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
水
の
週
間
実
行
委
員
会
事
務
局 

　
　
〇
四
八
―
六
〇
〇
―
六
五
一
三 

　 

 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に
よ

り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
只
今
、
平
成
24
年
10
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

○
募
集
学
生
の
種
類 

― 

教
育
学
部 

― 
 

科
目
履
修
生
… 

 
選
科
履
修
生
… 

 

全
科
履
修
生
… 
 ― 

大
学
院 

― 
 

修
士
科
目
生
… 

 

修
士
選
科
生
… 

 ○
出
願
期
間
　
平
成
24
年
６
月
15
日
〜 

平
成
24
年
８
月
31
日 

 

2
資
料
請
求（
無
料
）・
問
い
合
せ
先 

　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
　
〇
九
八
二
―
五
三
―
一
八
九
三 

 

Information

ＡＳＳ（綾土曜学校）の学習風景 

〒 
141 

0031

６
ヵ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修 
 

１
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修 

 

４
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す 

  

６
ヵ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修 

 

１
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修 

　
綾
中
学
校
で
は
、『
綾
土
曜
学
校
』
通

称
Ａ
Ｓ
Ｓ
（A

ya S
aturd

ay S
cho
o
l

）

を
開
校
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
、
生

徒
の
た
め
に
宮
崎
大
学
教
育
文
化
学
部

の
学
生
や
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
生
徒
が
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
み
、
学
習
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
学
習
内
容
が
「
わ
か
る
」

「
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
学
習
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
24
年
度
は
年
間
17
回
を
計
画
し

て
い
て
、
４
月
は
21
日
（
土
）
と
28
日
（
土
）

に
行
い
ま
し
た
。 

 

　
生
徒
た
ち 

○
大
学
生
の
先
生
か
ら
一
対
一
で
丁

寧
に
教
え
て
も
ら
い
、
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

○
勉
強
の
や
り
方
も
教
え
て
も
ら
え

る
の
で
、
今
後
の
学
習
の
参
考
に
な

っ
た
。 

　
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー 

○
一
生
懸
命
聞
い
て
、
分
か
っ
た
と
言

っ
て
く
れ
た
時
は
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
。 

○
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
教
え
る
た

め
の
自
分
の
勉
強
に
も
な
っ
て
い
る
。 

　
綾
中
学
校 

山
田
由
美
子
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

○
開
校
初
日
は
、
生
徒
が
16
名
、
学
習

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
が
12
名
、
第

２
回
目
は
生
徒
が
15
名
、
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
々
11
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
子
ど
も
た

ち
の
学
力
向
上
の
手
助
け
に
な
れ

ば
と
開
校
し
ま
し
た
。
今
後
生
徒
の

参
加
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

成
果
が
表
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

Ａ
Ｓ
Ｓ 

開
校
し
ま
し
た 

● 

参
加
者
の
感
想 

●
（
教
育
総
務
課
） 
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

66 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

1 

4 

5 

6 

 
8 

11 

12 

14 

15 

18 

19 

20 

21 

22 

25 

26 

27 

28 

29

金 

月 

火 

水 

 
金
 

月 

火 

木

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

昭　和 ・ 崎ノ田 

割　付 ・ 中　堂 

宮　原 

宮　原 ・ 宮原住宅 

久木野々 ・ 苗　場 

小田爪 ・ 東中坪 

中川原住宅 ・ 上　畑 

四　枝 

四　枝 

宮ノ谷 

神　下 

二反野 

古　屋 ・ 尾　原 

尾　立 ・ 竹　野 

杢　道 ・ 野　首 

麓 

麓 

西中坪 ・ 北　麓 

南麓住宅 ・ 南　麓 

立　町 ・ 揚　町 

　５月～７月頃にかけて、鮮やかな黄色の花を着けるオオキンケイギク。九州各地の道端や河

原などでよく見かけます。 

　しかし、きれいな花だからといって、ご自宅のお庭や花壇に植えては絶対にいけません！ 

　オオキンケイギクは、日本の生態系に重大な影響をおよぼすおそれがある植物として、外来

生物法による「特定外来生物」に指定され、栽培、運搬、販売、野外に放つことなどが禁止さ

れています。 

（九州地方環境事務所） 

「特定外来生物」のオオキンケイギクに注意 

6月23日（土）～29日（金）の１週間は、「男女共同参画週間」です。 
 

平成24年度の男女共同参画週間は「男女共同参画による日本再生」を重点とします。 
キャッチフレーズは「あなたがいる　わたしがいる　未来がある」です。 
 

　人口減少・高齢化が進む中で、東日本大震災からの復旧・復興、日本経済の再生等、様々な課

題の解決を迫られる我が国において、女性が社会のあらゆる場面に参画し、その能力を発揮する

ことが、ますます必要とされています。 

　例えば、経済・ビジネスにおいて女性がもっと活躍すること、

震災からの復旧・復興において女性が参画し、その視点を加

えること、ワーク・ライフ・バランスにより男女の働き方や

生き方を変えること等、女性が日本再生の担い手として重要

な役割を果たすことは、元気な日本を取り戻す鍵となります。 

 
内閣府男女共同参画局ホームページ　http://www.gender.go.jp/ 
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温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
善
意
の
寄
付 
善
意
の
寄
付 

（
敬
称
略
） 

※
内
容
は
一
部
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す 

期
間
　
６
／

５
（
火
）
〜
６
／

21
（
木
） 

内
容
　
綾
町
の
工
芸
か
ら
、
夏
の
風
を

感
じ
る
「
の
れ
ん
」
や
「
風
鈴
」
な
ど
の

展
示
販
売
を
行
い
ま
す
。 

期
間
　
６
／

23
（
土
）
〜
７
／

1
（
日
） 

内
容
　
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
ガ
ー
ゼ
服
、

染
色
、
陶
器
な
ど
女
性
工
芸
家
仲
間
が

合
同
で
開
催
す
る
展
示
会
で
す
。
様
々

な
作
品
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

　
物
品
　
　（
地
区
名
） 

     

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

　
故
人
　
　（
地
区
名
） 

 

◆
綾
町
育
英
会
◆ 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

　
故
人
　
　（
地
区
名
） 

  ◆
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
寄
付
◆ 

　
　
寄
付
者 

 

北
俣
保
育
所
父
母
の
会 

 

◆
平
成
24
年
度
年
賀
寄
附
金 

　
　
　
　
　
配
分
決
定
通
知
書
交
付
式
◆  

　
４
月
24
日
、
郵
便
事
業
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役
社
長
　
鍋
倉
　
眞
一
）
宮
崎
支

店
支
店
長
　
甲
斐 

祥
倫 

様
よ
り
「
年
賀

寄
附
金
配
分
決
定
通
知
書
」
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
郵
便
事
業
株
式
会
社
が
年
賀

寄
附
金
配
分
事
業
に
よ
り
「
寄
附
金
付
お

年
玉
付
郵
便
は
が
き
」
と
「
寄
附
金
付
お

年
玉
付
郵
便
切
手
」
を
発
行
し
、
そ
の
収

益
で
地
域
福
祉
の
増
進
を
図
る
事
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
こ
の
事
業
に
よ
り
地
域
福
祉
推

進
活
動
及
び
ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
居
者
、
児
童

館
利
用
者
の
た
め
の
送
迎
用
車
両
購
入
金

額
の
一
部
に
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
郵
便
事
業
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
関
係
者
の
皆
様
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

  

田

淵

民

男

 

吐

師

　

保

 

東
　
　
　
ミ
サ
子 

外

山

国

夫

 

栄

福

満

男

 

    

西

山

高

志

 

樋

口

雅

俊

 

日

勝

義

 

谷

上

道

則

 

白

山

義

則

 

水
　
尾
　
ノ
ブ
エ 

西

田

　

正

 

白

山

義

則

 

／ ／ ／ ／ ／     ／／ ／ ／ ／ ／ ／  

／ 

野
　
菜 

果
　
物 

金
一
封 

野
　
菜 

野
　
菜 

    

ミ
サ
ヲ 

山
崎
聖
子 

フ
ジ
ノ 

ミ

チ

 

テ
ル
ヱ 

任

邦

 

フ
サ
エ 

テ
ル
ヱ 

（
尾
立
） 

（
宮
原
） 

（
町
外
） 

（
立
町
） 

（
上
畑
） 

    （
宮
原
） 

（
古
屋
） 

（
立
町
） 

（
西
中
坪
） 

（
北
麓
） 

（
立
町
） 

（
中
堂
） 

（
北
麓
） 

6 月 
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日付/曜日 てる はドーム  錦原サッカー場 錦 原 野 球 場  てる は 広 場  

　結婚に関心がある方に、出会いのきっかけづくりを

お手伝いします。小さな一歩を踏み出してみませんか？ 

　ご本人と面会し、結婚相手への希望などを伺っての

サポートとなります。お気軽にお問い合わせください！ 

 
※また、独身者を対象に〈結婚に対する意識調査〉を行って
います。ご協力をお願いいたします。 

～婚活サポーター　<ニューマイホーム推進委員＞のご紹介～ 

婚活サポーターに相談するには 

婚活サポーター：高 原  秀 行 
携帯電話：090-3737-2341

お問い合わせはこちら！ 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

2 

3 

9 

10 

16 

17 

23 

24 

30

宮崎地区中学校総合体育大会 
　　　　　　　　　（バスケットボール） 

みやざき県民総合スポーツ祭 
　　　　　　　　　（ハンドボール） 

第34回ＪＡグループみやざき親善バレーボール大会 

みやざき県民総合スポーツ祭（ソフトバレー） 

全国小学生バレーボール大会　宮崎県大会 
 

ミヤベイ直販カップ小学生女子バレーボール大会 

宮崎地区中学校総合体育大会 
　　　　　　　（サッカー） 

九州大学リーグ 

 

全九州高校体育大会 
 

九州大学リーグ 

県社会人リーグ 

 

 

 

 

 

 

日本少年野球選手権大会宮崎県支部予選 

 

日本少年野球選手権大会宮崎県支部予選 

鹿児島県薩南工業高校合宿 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

綾の照葉樹林 
プロジェクト 
の動き 

「
げ
ん
だ
ぼ
の
森
」
に
希
望
を
託
す 

　
２
０
０
９
年
に
里
山
づ
く
り
が
始
ま
り
、
そ
こ

を
「
げ
ん
だ
ぼ
の
森
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
綾
町
と

て
る
は
の
森
の
会
が
協
働
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。 

　「
げ
ん
だ
ぼ
」
と
は
、
綾
の
方
言
で
「
元
気
な
子

ど
も
」
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
里
山
で
い
っ
ぱ
い
遊

ん
で
元
気
に
育
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
栗
や
柿
な
ど
実
の
な
る
木
、
昆
虫
が
集
ま
る
木

を
選
ん
で
植
え
ま
し
た
。 

　
今
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
補
植
や
草

刈
り
を
す
る
な
ど
、
手
入
れ
が
必
要
で
す
。
綾
町
の

郷
土
愛
を
育
む
「
げ
ん
だ
ぼ
の
森
」
を
、
一
緒
に
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。 

　
６
月
下
旬
に
草
刈
り
を
行
う
予
定
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

　
■
問
合
せ
先 

　
　
て
る
は
の
森
の
会
　
1
三
五
―
七
二
八
八 

芝
　
生
　
養
　
生 
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A y a  T o p i c s

台湾柔道チーム来町 
 
　4月25日から29日にかけて台湾柔
道チーム（指導者5人、生徒14人）が
来町し、柔道を通した国際交流が行わ
れました。会場となった綾中学校（体育
館）では、台湾・日本柔道キャンプ綾
町交流会（親善試合など）が行われた後、
生徒同士が給食を共にしたり、また台
湾の生徒達をホームステイとして受け
入れし、共に友好を深めました。 

「人権の花」苗等贈呈式開催 
 
　5月9日に綾中学校で、5月16日
に綾小学校で「人権の花」苗等贈呈
式が行われました。 
　これは、宮崎人権擁護委員協議会
と宮崎地方法務局との共催による運
動で、花を栽培することにより子ど
もの情操を豊かにし、命の大切さや
思いやりの精神を身につけてもらう
ことを目的におこなわれています。
たくさんの美しい「人権の花」が咲
くことを願います。 

選挙功労者特別表彰受賞 
 
　4月27日に串間市で開催された、
宮崎県市町村選挙管理委員会連合会
総会において、綾町選挙管理委員会
の 橋貞子さん（南麓地区）が、「選挙
功労者特別表彰」を受賞されました。 

橋さんは、昭和62年から多年に
わたり選挙管理委員（現在、委員長職
務代理）を務められ、特に功績顕著な
委員としてこの度、表彰されました。 
　おめでとうございます。今後益々の
ご活躍を期待します。 
 

音楽プロデューサー 
「小林 武史」氏が表敬訪問 
 
　5月2日に、音楽プロデューサーの
「小林武史」氏が綾町を訪問しました。
小林氏は、Mr.Children、レミオロメン、
My Little Loverなど数多くのアーテ
ィストのレコーディング、プロデュース、
演出のほか、「スワロウテイル」といっ
た映画音楽も手がけています。また、
環境プロジェクトへの融資、有機野菜
を使ったレストランカフェやオーガニ
ック栽培農家への支援など、多方面に
活動していて、今回、町のスローフー
ドや有機農業の取り組みなどを視察
するために来町しました。 

県内2市3町とフェニックス・シーガイア・リゾートとが 
包括的連携協定締結 

 
　綾町と県内2市2町（日南市、西都市、都農町、新富町）は、5月15日に、フェニックス・
シーガイア・リゾートとの相互交流を促進し、観光・物産などの地域資源を活用した取
り組みを行うことを目的として、包括的連携協定を締結する調印式を行いました。今
回の連携を機に、共同イベント開催や、地域交流の促進、イベントへの相互参加等を
より一層連携して行っていくことになります。 

死亡事故ゼロ  綾町に表彰状 
 
　綾町の交通死亡事故が730日間ゼ
ロだったことを受けて、5月11日、県
交通安全対策推進本部から前田町長
に表彰状が伝達されました。 
　綾町での交通死亡事故は2010年5
月4日を最後に発生しておらず、綾町
が表彰を受けるのは4回目で、最長記
録は2007年に達成した1,840日にな
ります。 

ソメイヨシノ苗木の贈呈 
 
　トヨタ自動車と綾町が1976年から
続けている「ふれあいグリーンキャン
ペーン」が37年目を迎え、4月25日に
宮崎トヨペットから綾町にソメイヨシノ
の苗木50本が贈呈されました。 
　今回贈呈された苗木は、綾馬事公
苑に植栽されます。 



日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

6月 くらしのカレンダー 

■編集・発行／綾町役場 企画財政課 
〒880-1392 綾町大字南俣515番地 
TEL 0985-77-1111（直通:77-2948） FAX 0985-77-2094 
ホームページ　http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown 
Ｅメール　ayatown@town.aya.miyazaki.jp

特設人権相談 

みやざき県民総合スポーツ祭（馬術） 
選挙管理委員会（定時登録） 

在宅医　八代医院（275-3300） 
南俣保育所及び周辺整備事業合同竣工記念式典 

綾っ子歯ッピー大会 
町政座談会（神下） 

子牛品評会 
町政座談会（杢道） 

わくわく広場 
高年者クラブ連合会代議員会 
農業用廃ビニール収集日 
町政座談会（宮原） 

ボランティア協議会総会 
町政座談会（昭和） 

綾町建設業会の植樹祭 
定例民生委員会 

みやざき県民総合スポーツ祭（ハンドボール） 
　　　　　　〃　　　　　　総合開会式 
第44回宮崎県交通指導員連絡協議会 

在宅医　さとう内科小児科医院（275-9099） 

教育委員会 
綾町ボランティア活動推進協議会 

綾町農業者年金受給者協議会総会 
町政座談会（古屋） 

親子教室「コアラ」 
農業用廃ポリ収集日 
町政座談会（宮谷） 

 

綾っ子広場 
町政座談会（二反野） 

町制施行80周年記念「民謡をたずねて」公開録音 

みやざき県民総合スポーツ祭（ソフトバレーボール） 
在宅医　田中外科医院（275-8585） 

町政座談会（立町） 

町政座談会（揚町） 

ゆったり子育て教室 
農業用廃プラ特別品目収集日 
町政座談会（中堂） 

 

 

花のまちづくり国際コンクール審査 

花のまちづくり国際コンクール記念講演会 
在宅医　辰元病院（282-3531） 

第１回高年者大学 
定例農業委員会 
町政座談会（四枝） 

 

誕生会 
農業用廃ポリ収集日 
町政座談会（上畑） 
高年者クラブ連合会会長・女性部長研修（～28日） 

町政座談会（倉輪） 
 
 

10：00～15：00 

 8 ：30～ 
 9 :00～ 

 
11：00～ 

 9 :40 
19：30～ 

 8 ：00～ 
19：30～ 

 9 ：30～11：30 
13:30～ 
13：30～17：00 
19：30～ 

13：30～ 
19：30～ 

 8 ：00～ 
13：30～ 

12：00～ 
10：00～ 
13:30～ 

 

13：30～ 
13：30～ 

11：00～ 
19：30～ 

 9 ：30～11：30 
13：30～17：00 
19：30～ 

 

 9 :30 ～ 11:30 
19：30～ 

 

 9 ：00～ 
 

19：30～ 

 

 9 ：30～11：30 
13：30～17：00 
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町公民館 

綾馬事公苑 
選挙管理委員会室 

 
南俣保育所 

高年者研修センター 
神下公民館 

国富畜産センター 
杢道公民館 

子育て支援センター 
高年者研修センター 
ＪＡ選果場 
宮原公民館 

役場会議室 
昭和公民館 

杢道集落入口 
ケアハウス 

綾てるはドーム 
木の花ドーム 
綾町文化ホール 

 

町公民館 
役場会議室 

てるはの森の宿 
尾原公民館 

子育て支援センター 
ＪＡ選果場 
宮谷公民館 

 

子育て支援センター 
二反野公民館 

綾町文化ホール 
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立町公民館 

揚町公民館 

子育て支援センター 
ＪＡ選果場 
中堂公民館 

 

 

町内 

綾町文化ホール 
 

高年者研修センター 
開発センター 
四枝公民館 

 

子育て支援センター 
ＪＡ選果場 
上畑公民館 
大分県日田市 

倉輪公民館 
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土 本宮神社の３体の仏像 
　本宮神社は割付地区にあり、旧萩

原寺の本尊であった阿弥陀・薬師・

観音の３体の仏像がまつられている。

３体の仏像の顔は化粧してさらに真

綿にて隠されている。 

未来へ残そう！ 

ハート型の照葉樹林 
　今年もハート型の照葉樹林を見るこ

とができました。（照葉大吊橋へ向かう道の

途中から、新緑の季節にだけ見ることができます。） 

6月は、　　　　　　　 
町県民税1期、　　 
国民健康保険税2期 
　　　　　　の納期です。 

納期限は7月2日（月）です。 

ツ ル バ ラ 
　長谷川立身さん宅（東中坪地区）

のツルバラが今年も満開の美しい花

を咲かせていました 

まちなかPHOTO

12:30開場 
13:00開演 

※日曜在宅医はカレンダー内に記載されています 




